
研究開発の
背景・目標

技術課題 到達目標

平成２８年度新規研究開発課題に係る基本計画書概要 【通信規格課・研究推進室】
ＩｏＴ共通基盤技術の確立・実証

背景
2020年代には本格的なＩｏＴ社会の到来により、

500億台の機器の接続や、現在の1000倍を超える

通信量が予測されている。多様なＩｏＴサービスを
創出し、我が国経済の持続的発展に資するため
には、膨大で多様なＩｏＴ機器や多様なサービスの
接続ニーズに対応可能なネットワークの構築が喫
緊の課題となっている。

政策目標（アウトカム目標）

膨大な数のＩｏＴ機器を迅速かつ効率的に接続す
る技術、異なる無線規格のＩｏＴ機器や複数のサー
ビスをまとめて効率的かつ安全にネットワークに接
続・収容する技術等について、産学官連携による
実証を推進することで、多様なＩｏＴサービス創出に
貢献する共通基盤技術の確立及び研究成果に関
する国際標準の獲得等による我が国の国際競争
力向上に寄与する。

Ⅱ．効率的かつ安定的なＩｏＴデバイス
接続・エリアネットワーク運用管理
技術

ア）Ｗｅｂ技術を利用したＩｏＴデバイス
通信共通化技術

イ）エリアネットワーク運用管理技術

Ⅲ．多様なＩｏＴサービスに活用可能なＩｏ
Ｔデータ形式共通化・正規化・抽出
技術

ア）ＩｏＴデータの形式共通化・正規
化・抽出技術

イ）複数サービス共通機能技術

Ⅰ．高効率かつセキュアなＩｏＴデータ収集・配
信ネットワーク制御技術

高効率かつセキュアで、コストパフォーマンス
の優れたネットワーク環境の構築のためのダ
イナミックなネットワーク制御技術を確立すると
ともに、デバイスの状況に応じた迅速な対処を
可能にするデータ収集制御技術を確立する。

Ⅱ．効率的かつ安定的なＩｏＴデバイス接続・エ
リアネットワーク運用管理技術

多様な通信規格、データ形式に対応したＩｏＴ
デバイスを他のＩｏＴデバイスやアプリケーション
から接続する場合に、単純なＷｅｂインタフェー
スで制御可能にするＩｏＴデバイス通信共通化
技術を確立するとともに、エリアネットワークで
生じる障害を検出してその原因を分析すること
により、障害からの復旧を自動化する運用管
理技術を確立する。

Ⅲ．多様なＩｏＴサービスに活用可能なＩｏＴデー
タ形式共通化・正規化・抽出技術

多様なサービス提供者が共用利用、かつ
ネットワークの負荷軽減が図れるようなＩｏＴ
データの形式共通化・正規化・抽出技術を確
立するとともに、形式共通化・正規化・抽出さ
れたＩｏＴデータをサービス提供者が利活用しや
すくなるための外部接続インタフェースなどの
共通機能を確立する。

1 別紙１参考

研究開発目標（アウトプット目標）

多様なＩｏＴサービスを創出するための要素技術
の研究開発を、相互に連携して実施し、研究開発
成果をＩｏＴ共通基盤技術として統合する。

また、宅内、工場、スマートシティ等多様な分野
での利活用に資するため、実環境に即した実証環
境において実証実験を実施し、研究開発成果の実
用化及び国際標準化を目指した取組を推進する。

Ⅰ．高効率かつセキュアなＩｏＴデータ収
集・配信ネットワーク制御技術

ア）ＩｏＴデータ分析処理に伴うネット
ワークトラヒックの削減技術

イ）ＩｏＴゲートウェイのデータ収集制
御技術

ウ）ＩｏＴトラヒックのモデル化に基づく
スライシング技術

エ）公共センサーネットワークを活用
したリアルタイム監視・予測技術

オ）公共センサーデータを応用活用し
たネットワーク最適化技術



アウトカム目標の達成に向けた総務省の取組について

○研究開発期間中

• IoT共通基盤技術の早期の社会実装、普及を実現し、産業、スマートシティ等の多様な分野へ展開
するため、研究開発成果の実証実験の実施、評価、改良等を実施する。

• 研究開発成果を広く成果展開する観点から、IoT共通基盤の技術開発に係る国内及び海外の動向
を調査し、実用化及び国際標準化を目指した取組を推進する。

• 受託者が設置する研究開発運営委員会において、政策意図を適切に反映させるとともに、学識経
験者や有識者の助言をもとに全体の方針を調整しながら、研究開発を推進する。

• 情報通信審議会の下に設置された技術戦略委員会や、スマートIoT推進フォーラムの下に設置さ
れた研究開発・社会実証プロジェクト部会における必要な検討事項等の議論を十分に踏まえなが
ら、研究開発を推進する。

○研究開発期間終了後

• IoT共通基盤技術の早期の社会実装、普及を実現し、産業、スマートシティ等の多様な分野へ展開
するため、研究開発成果の組み合わせや改良を第三者が自由に行えるような成果提供方策及び
研究開発成果の継続的な改善を可能とする方策を検討し、実施する。

• 本研究開発の成果が有効に活用されるよう、IoT機器メーカーやIoTサービス事業者等の多様な分
野の企業に周知を行い、IoT共通基盤技術の普及促進活動を推進する。

• 追跡調査・評価において、受託者等に製品化等の成果展開状況を確認するとともに、学識経験者
や有識者の助言を得ながら、実用化及び国際標準化を目指した取組を推進する。

政策目標の達成に向けた取組方針
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（参考）Ⅰ．高効率かつセキュアなＩｏＴデータ収集・配信ネットワーク制御技術
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ICNネットワーク

オープンコミュニティ

各種公共インフラ

公衆ネットワーク（JGN‐X等）

アプリC

公共施設等

高効率収集・配信
ネットワーク

実現する社会価値
・インフラ運用の効率化
・緊急時・災害発生時のリアルタイム対処
・インフラの長寿命化、安全性向上

応用活用ネットワーク

実現する社会価値
・公共IoTデータのオープン化を促進
・コンテンツ指向による、データアクセス平易化
・多数の利用者からのアクセスを効率化

ア）IoTデータ分析処理に伴うネッ
トワークトラヒックの削減技術
• アプリケーション要件を満たす、

クラウド・エッジ間の処理、データ
配置の決定とネットワーク制御を
自動化

IoTインフラ
コントローラ

オ）公共センサーデータを応用活用
したネットワーク最適化技術

• 公共センサーデータを活用した制御
により、多くの利用者へのセンサー
データの配信のスケーラビリティとリ
アルタイム性向上を実現イ）IoTゲートウェイの

データ収集制御技術
• 膨大なセンサーから

のデータ収集処理の
分散制御

ウ）IoTトラヒックモデル化に基
づくスライシング技術
• トラヒックモデル化に基づき、

IoTのデータの種類毎に異な
る重要度を持つIoTトラヒック

を分類し、互いの干渉が起こ
らないように制御する技術

エ）公共ネットワークを活用したリアルタイム監視・予測技術
• ア）イ）ウ）の成果のIoT共通基盤技術を活用し、様々なセンサー情報

を統合することで、防災・減災を可能とするリアルタイム監視・予測技術
を開発

高効率かつセキュアで、コストパフォーマンスの優れたネットワーク環境の構築のためのダイナミックなネット
ワーク制御技術を確立するとともに、デバイスの状況に応じた迅速な対処を可能にするデータ収集制御技術を
確立する。



キャリア
ネットワーク

（参考）Ⅱ．効率的かつ安定的なＩｏＴデバイス接続・エリアネットワーク運用管理技術

多様な通信規格、データ形式に対応したIoTデバイスを他のIoTデバイスやアプリケーションから接続する場合に、
単純なWebインタフェースで制御可能にするIoTデバイス通信共通化技術を確立するとともに、IoTデバイスとアプリ
ケーションを結ぶ経路上の全てのネットワーク装置、ネットワーク、 IoTデバイスの情報（稼働情報等）を収集し、エ

リアネットワークで生じる障害を検出してその原因を分析することにより、障害からの復旧を自動化する運用管理
技術を確立する。
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（家電利⽤）

警備
（個別防犯）

⽣活インフラ
（ガス・⽔道等）

災害
（災害発⽣監視）
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（不審者監視）

エネルギー
（供給情報）
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（気象情報等）
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エネルギー
マネジメント

タウン
セキュリティ

ヘルスケア
グリーン

マネジメント

クラウド

異なる通信方式のIoT機器・サービス

ＧＷ
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ＧＷ ＧＷ ＧＷ

Wi-FiWi-SUN Wi-SUNWi-Fi ZigBee Bluetooth Ethernet RS-485

Web技術による標準インタフェース
ア）Web技術を利用したIoTデバ

イス通信共通化技術
• 多様なIoTデバイス及びIoTサービ

スをWebコンテンツと同様に取り
扱える技術

• 多様なIoTデバイスのインタフェー

スの違いを仮想化し、共通なデバ
イスとして取り扱える技術

障害
発生

障害復旧

イ）エリアネットワーク運
用管理技術

• 障害の有無を検出し、障
害検出時には原因特定
に必要な情報を分析して
原因を特定する技術

• 継続的に安定した通信を
実現する運用管理技術

障害情報

エリア
ネットワーク

エリア
ネットワーク

既に敷設されているLANや
近距離無線等によるネット
ワークを活用



（参考）Ⅲ．多様なＩｏＴサービスに活用可能なＩｏＴデータ形式共通化・正規化・抽出技術

IoTデータの更なる普及や多様なサービス提供者の利用拡大を想定して、多様なサービス提供者が共用利用、
かつネットワークの負荷軽減が図れるようなIoTデータの形式共通化・正規化・抽出技術を確立するとともに、形式
共通化・正規化・抽出されたIoTデータをサービス提供者が利活用しやすくなるための外部接続IFなどの共通機能
技術を確立する。

バス・電車
時刻表

気象情報 イベント情報 センサー
電車

改札情報
人流データ

環境センサー

データ前処理機能

データ形式処理 データ抽出

移動需要・利用需要予測機能

個別機能

共通機能（外部接続IF、ポリシー制御等）

交通アプリケーション向け 非交通アプリケーション向け

シェアサイクル

最適運行

デマンド
乗合車両
最適運行

電車
最適運行

タクシー
最適運行

バス
需要把握

デジタル
サイネージ

イ）複数サービス共通機能
技術

• データ形式共通化・正規化・抽
出されたIoTデータを、複数

サービス提供者で共通化でき
る機能（外部接続IFなど）

ア）IoTデータの形式共通
化・正規化・抽出技術

• データ形式や収集周期の整
理や統合化などを実施する
IoTデータ形式共通化・正規化
技術

• 各サービス提供者が必要とす
るデータのみを抽出する技術

・・・・・・
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